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第
二
十
九
回
宮
柊
二
記
念
館
全
国
短
歌
大
会
表
彰
式
は
、

た
く
さ
ん
の
方
か
ら
参
加
い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
近

い
形
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
沖
な
な
も
先
生
と

橘
芳
圀
先
生
、お
二
人
の
選
者
に
よ
る
入
選
歌
の
講
評
な
ど
、

表
彰
式
の
様
子
は
魚
沼
市
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
公
開
し
て
い
ま
す
。
宮
柊
二
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、入
選
作
品
等
大
会
の
詳
細
は
次
ペ
ー

ジ
以
後
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
前
年
度
に
続
き
、
短
歌
大
会
選
者
の
方
か
ら
表
彰

式
翌
日
に
開
催
し
た
宮
柊
二
記
念
館
短
歌
教
室
の
歌
会
に
参

加
い
た
だ
き
、
お
話
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

短
歌
教
室
は
、
橘
芳
圀
先
生
か
ら
添
削
指
導
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
短
歌
大
会
の
選
者
を
橘
先
生
に
お

願
い
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
橘
先
生
に
は
表
彰
式
翌
日
の
短

歌
教
室
歌
会
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
月
の
短
歌
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
同
じ
く
橘
芳
圀
先

生
か
ら
「
推
敲
の
た
め
の
十
箇
条

－

短
歌
教
室
作
品
を
例
と

し
て

－

」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
六
年
度
の
企
画
展
は
、「
宮
柊
二　

言
の
葉
の
泉
」

展
で
す
。
令
和
五
年
度
一
年
間
に
わ
た
っ
て
新
潟
日
報
第

一
面
を
飾
っ
て
い
る
宮
柊
二
の
歌
と
五
名
の
執
筆
者
に
よ

る
解
説
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
新
聞
紙
面
で
読
ま
れ
て

い
た
方
に
は
、
そ
の
時
々
の
感
想
と
と
も
に
柊
二
の
歌
と

再
会
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
紙
面
で
は
ご
覧

に
な
れ
な
か
っ
た
方
に
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
一
年
分
の

歌
と
出
会
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
歌
に
関
連
す
る
柊
二
自
筆
の
資
料
な
ど
と
と
も
に
展
示

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

企
画
展
は
、
六
月
十
五
日
㈯
か
ら
の
予
定
で
す
。
翌
十
六

日
㈰
に
は
、
講
師
に
歌
人
の
小
島
ゆ
か
り
先
生
を
お
招
き
し

て
企
画
展
開
催
記
念
講
演
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

記
念
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
来
館
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

2023 年 11月 11日（土）第 29回宮柊二記念館全国短歌大会表彰式

「
全
国
短
歌
大
会
」
と

　
　
「
短
歌
教
室
」と「
短
歌
セ
ミ
ナ
ー
」
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応
募
総
数 

一
二
，三
九
一
首

第
二
十
九
回
宮
柊
二
記
念
館
全
国
短
歌
大
会

報告
【
一
般
部
門
】　

園
部　
　

淳

鈴
木　

鋭
二

磯
部　
　

剛

相
馬　

啓
子

樋
口　
　

勉

愛
媛
県
松
山
市

愛
知
県
刈
谷
市

新
潟
県
魚
沼
市

新
潟
県
村
上
市

和
歌
山
県
海
南
市

最
優
秀
賞

選
者
賞
（
沖 

な
な
も 

選
）

選
者
賞
（
橘 

芳
圀 

選
）

魚
沼
市
長
賞

新
潟
日
報
社
賞

幻
と
書
く
時
い
つ
も
四
画
目
空
足
踏
ん
だ
よ
う
な
気
が
す
る

実
相
に
観
入
す
る
ほ
ど
見
え
ま
す
と
頰
笑
む
妻
に
と
ま
ど
う
眼
科
医

残
雪
が
ひ
ら
が
な
風
に
や
せ
細
り
夏
が
近
づ
く
越
後
三
山

地
を
分
け
る
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
東
西
を
糸
魚
川
の
地
懐
に
抱
く

数
Ⅲ
の
追
試
の
吾
は
数
式
の
海
に
た
だ
よ
う
一
羽
の
か
も
め

秋
元　

慈
央

角
田　
　

蘭

瀬
下　

一
太

松
井
宏
志
郎

大
本　

茉
弥

新
潟
県
立
小
出
高
等
学
校

神
奈
川
県
立
湘
南
台
高
等
学
校

新
潟
県
立
小
出
高
等
学
校

東
海
高
等
学
校

大
阪
桐
蔭
高
等
学
校

【
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
高
校
生
の
部
）】　

最
優
秀
賞

選
者
賞
（
沖 

な
な
も 

選
）

選
者
賞
（
橘 

芳
圀 

選
）

魚
沼
市
長
賞

新
潟
日
報
社
賞

魚
影
追
う
そ
の
一
瞬
を

で
突
く
命
の
重
さ
腕
に
伝
わ
る

舞
台
裏
手
に
「
人
」
を
書
き
飲
み
こ
ん
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
握
り
直
し
た

一
人
な
ら
で
き
な
い
事
も
友
と
な
ら
な
ん
で
も
で
き
そ
う
Ｃ
チ

ル

ｈ
ｉ
ｌ
ｌ
い
朝
焼
け

地
下
一
階
集
密
書
架
の
ボ
タ
ン
押
し
モ
ー
ゼ
の
如
く
本
の
海
行
く

守
ら
れ
た
秩
序
で
生
活
す
る
吾わ
れ

と
文
学
読
ん
で
放ほ
う
ろ
う浪
す
る
吾わ
れ

福
﨑　
　

理

田
村　

和
花

眞
島
も
え
か

村
山　

凰
華

櫻
井　

は
る

新
潟
大
学
附
属
新
潟
小
学
校

十
日
町
市
立
中
条
小
学
校

魚
沼
市
立
堀
之
内
小
学
校

十
日
町
市
立
中
条
小
学
校

魚
沼
市
立
湯
之
谷
小
学
校

最
優
秀
賞

選
者
賞
（
沖 

な
な
も 

選
）

選
者
賞
（
橘 

芳
圀 

選
）

魚
沼
市
長
賞

新
潟
日
報
社
賞

か
く
れ
ん
ぼ
や
っ
と
見
つ
け
て
も
ら
え
た
よ
み
ん
な
の
中
へ
か
え
っ
て
こ
れ
た

は
っ
ぱ
が
ね
赤
と
黄
色
に
な
っ
た
な
ら
山
が
ぬ
り
え
を
は
じ
め
た
ん
だ
よ

物
語
自
分
の
世
界
入
り
こ
む
み
ん
な
の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
る

夕
暮
れ
の
赤
い
光
に
重
な
っ
た
と
ん
ぼ
の
羽
と
私
の
手

あ
つ
い
日ひ

も
ゴ
ミ
し
ゅ
う
し
ゅ
う
す
る
お
父と
う
さ
ん
き
れ
い
な
町ま
ち
で
み
ん
な
が
え
が
お

【
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
小
学
生
の
部
）】　

岡
本　

律
輝

佐
藤　

明
華

秋
山　

武
喜

桜
井　

奏
太

新
潟
県
立
燕
中
等
教
育
学
校

岩
沼
市
立
岩
沼
中
学
校

慶
應
義
塾
普
通
部

魚
沼
市
立
湯
之
谷
中
学
校

選
者
賞
（
沖 

な
な
も 

選
）

選
者
賞
（
橘 

芳
圀 

選
）

魚
沼
市
長
賞

新
潟
日
報
社
賞

黒
鳥
よ
そ
の
黒
き
つ
ば
さ
を
は
ば
た
か
せ
天
空
を
か
る
し
っ
ぷ
う
と
な
れ

図
書
館
で
勉
強
を
し
た
帰
り
道
忘
れ
ら
れ
な
い
青
空
の
い
ろ

白
球
が
高
々
上
が
り
走
り
出
す
バ
ッ
ト
を
投
げ
て
手
を
突
き
上
げ
て

初
め
て
の
大
学
体
験
行
っ
て
き
た
未
来
の
ぼ
く
に
思
い
を
は
せ
る

【
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
中
学
生
の
部
）】　

　

第
二
十
九
回
宮
柊
二
記
念
館
全
国
短
歌
大
会

は
、
沖
な
な
も
先
生
（
熾
）、
橘
芳
圀
先
生
（
コ

ス
モ
ス
短
歌
会
）
を
選
者
に
お
迎
え
し
て
実
施
し

ま
し
た
。
応
募
歌
数
は
、
一
般
部
門
・
ジ
ュ
ニ
ア

部
門
合
わ
せ
て
一
二
，三
九
一
首
で
し
た
。
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
五
年
十
一
月
十
一
日
に
、
宮
柊
二
記
念
館

に
隣
接
す
る
魚
沼
市
堀
之
内
体
育
館
で
表
彰
式
を

行
い
ま
し
た
。
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
及
び
ま
せ

ん
が
、
会
場
に
は
二
百
五
十
名
近
い
方
々
か
ら
お

い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
式
の
様
子
は
、
魚
沼
市
公
式
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て
配
信
し
て
お
り
ま

す
。
宮
柊
二
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※�

第
二
十
八
回
大
会
（
選
者�

大
下
一
真
先
生
・

水
上
比
呂
美
先
生
）・
第
二
十
七
回
大
会
（
選

者�

川
野
里
子
先
生
・
宮
里
信
輝
先
生
）
に
つ

い
て
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
六
年
度
・
第
三
十
回
宮
柊
二
記
念

館
全
国
短
歌
大
会
は
、
五
月
一
日
か
ら
受
付
を
始

め
ま
す
。
締
め
切
り
は
、
一
般
部
門
七
月
三
十
一

日
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

九
月
五
日
で
す
。
準

備
が
で
き
次
第
、
宮

柊
二
記
念
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
実
施
要

項
・
応
募
用
紙
を
掲

載
い
た
し
ま
す
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

選
者
は
、
久
々
湊
盈

子
先
生
（
合
歓
）
と

鈴
木
竹
志
先
生
（
コ

ス
モ
ス
短
歌
会
）
に

お
願
い
い
た
し
ま
し

た
。
大
勢
の
皆
様
の

応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

第 29回短歌大会　応募状況
区　分 応募作品数 応募者数

一 般 部 門 934 首 414 人
ジュニア部門 11,457 首 6,122 人

小学生の部 1,355 首 938 人
中学生の部 4,213 首 2,222 人
高校生の部 5,889 首 2,962 人
総　数 12,391 首 6,536 人
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令
和
も
す
で
に
五
年
に
な
る
。
そ
の

間
の
大
半
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
苦
し

ん
だ
。
閉
塞
的
な
三
年
間
だ
っ
た
。
ま

だ
完
全
に
不
安
が
払
拭
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
い
が
、
よ
う
や
く
少
し
明
る
い
兆

し
が
見
え
始
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
短

歌
大
会
。

　

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
の
応
募

作
品
は
数
も
多
く
、
そ
れ
だ
け
に
多
彩

で
レ
ベ
ル
も
高
い
。
小
学
生
が
中
学
生

に
な
り
高
校
生
に
な
る
頃
に
は
さ
ら
に

充
実
し
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。
何
か
一

つ
で
も
自
分
を
表
現
す
る
手
段
を
持
っ

て
い
る
こ
と
は
、
生
き
て
い
く
上
で
も

大
事
な
こ
と
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
は
、
ほ
と
ん
ど
コ
ロ
ナ
の
歌
は

な
か
っ
た
。
す
で
に
次
の
一
歩
に
踏
み

　

今
回
た
く
さ
ん
の
若
い
人
達
の
作
品

を
読
む
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
実
は
私
が

短
歌
を
作
り
始
め
た
の
も
小
学
校
時
代

の
詩
の
宿
題
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
私
は
地
図
や
統
計
書
を
見

る
の
が
好
き
で
地
理
の
教
師
に
な
り
ま

し
た
。
教
員
に
な
っ
て
二
年
目
、
夜
間
定

時
制
高
校
の
一
年
生
の
担
任
に
な
り
ま

し
た
。
入
学
し
て
二
ヶ
月
目
、
ま
だ
免
許

年
齢
に
達
し
て
い
な
い
十
五
歳
の
生
徒

が
交
通
事
故
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ベ
テ

ラ
ン
教
師
で
あ
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
出
来

た
の
で
は
な
い
か
と
自
問
自
答
し
な
が

ら
未
熟
な
自
分
を
責
め
る
日
々
が
続
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
小
学
校
時
代
に
詩

を
作
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
の
で
す
。

生
徒
の
こ
と
を
歌
に
詠
も
う
と
思
い
た

出
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
そ
こ

に
は
コ
ロ
ナ
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
と
は
関

係
な
い
自
然
の
営
み
を
受
け
入
れ
る
歌

も
あ
り
、
取
り
戻
し
た
日
常
生
活
の
歌

も
あ
っ
た
。
取
り
戻
し
た
と
い
っ
て
も

元
に
は
戻
れ
な
い
、
戻
っ
て
い
る
よ
う

で
い
て
や
は
り
コ
ロ
ナ
前
と
は
違
う
日

常
を
ど
う
捉
え
て
い
く
か
。

　

コ
ロ
ナ
で
中
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
期

間
だ
が
、
そ
れ
で
い
て
続
い
て
い
る
時

間
。
母
の
裁
縫
道
具
は
昭
和
の
も
の
、

平
成
の
前
の
時
代
が
ま
だ
続
い
て
い

る
。
何
か
の
領
収
書
、
領
収
書
と
し
て

で
は
な
く
、
令
和
元
年
五
月
一
日
、
改

元
の
日
だ
か
ら
捨
て
ら
れ
な
い
。
時
代

に
立
ち
会
っ
た
証
拠
な
の
だ
。「
幻
」

は
何
度
書
い
て
も
書
き
に
く
い
。
最
近

ち
ま
し
た
。
地
元
新
聞
の
歌
壇
の
選
者

は
宮
先
生
で
し
た
。
そ
し
て「
コ
ス
モ
ス
」

に
入
会
し
ま
し
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る

と
、
今
度
は
住
職
の
父
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。
信
仰
の
な
い
自
分
が
寺
役
を
務

め
る
矛
盾
に
悩
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

教
師
と
し
て
の
悩
み
と
、
思
う
事
と
現
実

と
の
隔
た
り
を
埋
め
得
な
い
ま
ま
村
住

職
を
務
め
る
悩
み
は
、
昏
迷
を
深
め
る
ば

か
り
で
し
た
。
七
十
八
歳
の
こ
れ
ま
で

な
ん
と
か
安
定
を
保
っ
て
こ
れ
た
の
は
、

そ
う
い
っ
た
自
分
を
あ
り
の
ま
ま
歌
に

詠
む
こ
と
、
そ
の
歌
を
理
解
し
励
ま
し
て

く
れ
た
師
や
家
族
、
多
く
の
友
人
の
存
在

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

宮
先
生
は
『
山
西
省
』
後
記
に
『
行

為
と
智
識
の
乖
離
に
常
に
悩
ま
ね
ば
な

【選者のことば】
歌との出合い

【選者のことば】

沖　 な な も橘　  芳 圀

は
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
う
こ
と
が
多
く

な
っ
て
字
を
書
か
な
く
な
っ
た
か
ら
余
計

そ
う
思
う
。
顔
認
証
の
ス
マ
ホ
は
他
人
に

は
開
け
ら
れ
な
い
は
ず
、
で
も
似
て
い
る

姉
妹
で
は
開
い
て
し
ま
う
。
完
全
と
は
言

え
な
い
Ａ
Ｉ
機
器
。
花
火
が
あ
が
っ
て
い

る
そ
の
同
じ
空
を
ミ
サ
イ
ル
が
飛
ん
で
い

る
現
実
。
そ
れ
ぞ
れ
が
「
今
」
を
捉
え
て

い
る
。
こ
の
「
今
」
と
い
う
感
覚
こ
そ
大

切
だ
。

　

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
時
代
に
な
っ
て
い
く

の
か
、
社
会
情
勢
も
、
地
球
温
暖
化
の
問

題
も
、
あ
る
い
は
Ａ
Ｉ
の
進
化
も
、
そ
し

て
家
族
の
あ
り
か
た
男
女
の
あ
り
か
た
な

ど
人
間
関
係
も
ど
う
な
っ
て
い
く
か
わ
か

ら
な
い
が
、
人
々
は
生
き
て
い
る
限
り
歌

を
作
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

ら
な
か
っ
た
』と
誌
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
後
二
十
四
年
経
て
出
さ
れ
た
『
藤
棚

の
小
室
』
の
覚
え
書
き
に
は
「
―
略
―�

自

分
の
選
ん
だ
こ
の
生
活
に
も
、
別
の
戦
場
の

ご
と
き
衝
撃
感
、
悲
哀
感
、
孤
独
感
が
こ
も

ご
も
に
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
を
こ
こ
で
鎮
め
よ
う
と
努
め
た
の
で
あ

つ
た
。」
と
作
歌
へ
の
姿
勢
を
誌
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
歌
を
作
り
始

め
て
か
ら
現
在
ま
で
、
私
の
作
歌
の
指
針
に

な
っ
て
、勇
気
を
与
え
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
歌
を
出
し
て
下
さ
っ
た
み
な
さ

ん
、
い
つ
か
若
い
頃
に
歌
を
作
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
宮
柊
二

記
念
館
を
訪
れ
て
下
さ
い
。
き
っ
と
私
の

よ
う
に
、
宮
先
生
と
の
良
い
出
会
い
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

沖　ななも（おき　ななも）橘　芳圀（たちばな　よしくに）

１９４５年新潟県白根市生まれ。
１９６８年県立高校社会科教諭。
３８年の在職中の２１年間、宮先生作
詞の校歌を生徒たちと歌う。
１９７６年コスモス短歌会入会。
１９９０年コスモス短歌会新潟支部報

「河」編集長。
１９９６年 第４２回「Ｏ先生賞」受賞。
２０００年 第４７回「コスモス賞」　
受賞。
現在、「コスモス」選者。コスモス短
歌会新潟支部代表。宮柊二記念館運営委員。

１９４５年茨城県古河市生まれ。
加藤克巳主宰の「個性」入会。終刊後
２００４年「熾」を創刊、代表となる。
現代歌人協会、日本文芸家協会、日本
ペンクラブ会員、埼玉県歌人会会長。
歌集に『衣裳哲学』（現代歌人協会賞・
埼玉文芸賞受賞）『機知の足首』『木鼠
浄土』『ふたりごころ』『天の穴』『一粒』

『三つ栗』『白湯』『日和』ほか。エッ
セイ集『樹木巡礼』『神の木民の木』『百
人百樹』『季節の楽章』『明日へつなぐ
言葉』。評論『森岡貞香の歌』『全円の歌人　大西民子論』。入門書『優
雅に楽しむ短歌』『今から始める短歌入門』。詩集『花の影絵』など。
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令和５年度事業①  令和５年度に実施した事業をご紹介します。

はやしあゆみイラスト展

企画展開催記念講演会

宮柊二講座

第 28 回宮柊二記念館全国短歌大会
ジュニア部門入賞者短冊展

短歌教室－小出高等学校

皇大市 「出張 宮柊二記念館」
　４月 29 日から６
月 29 日まで、「はや
しあゆみイラスト
展」を開催しました。
　はやしさんは、「越
後魚沼ほりのうち宮
柊二マップ」や「柊
二記念館オリジナル
短歌手帳」の作者で、
魚沼市在住のイラス
トレーターです。『魚
沼市で暮らす日常と

思い出と空想』をテーマに、地域の生活風景を描いたイ
ラストを展示しました。

　６月３日、歌人で歌誌「コ
スモス」選者の桑原正紀先
生を講師として「企画展開
催記念講演会」を実施しま
した。演題は「宮柊二の継
承」です。
　「『感動』と『感心』」、「宮
柊二の抒情と思索」、「宮柊

二から学ぶべきもの、継承すべきもの」の 3つの視点か
ら宮柊二の短歌を解説いただきました。
　講演会の模様をYouTube「新潟県魚沼市公式チャン
ネル」で公開しています。宮柊二記念館ホームページか
らご覧ください。
　令和６年度は、６月 16 日㈰に開催予定です。

　７月 16 日、歌人で「コ
スモス」選者の田宮朋子先
生を講師にお迎えし、宮柊
二講座を開催しました。演
題は「柊二と戦争」です。
　歌人宮柊二は、中国山西
省で 5年間一兵卒として過
ごしました。講演会では、
そうした経験に基づいて

詠まれた歌 36 首を解説いただきました。
　講演会の模様をYouTube「新潟県魚沼市公式チャン
ネル」で公開しています。宮柊二記念館ホームページか
らご覧ください。
　令和６年度は、７月 14 日㈰に開催予定です。

　７月１日から８月 31 日
まで、第 28 回宮柊二記念
館全国短歌大会ジュニア
部門入賞者短冊展を開催
しました。
　小学生の部・中学生の
部・高校生の部で最優秀

賞・選者賞・魚沼市長賞・新潟日報社賞・宮柊二記念館
長賞に輝いた作品を受賞者自筆の短冊で鑑賞していただ
きました。第 29 回大会に向けた作品づくりの参考にし
ていただくため、小・中・高校生は入館無料としました。
　令和６年度も同時期に第 29 回大会ジュニア部門短冊
展を開催する予定です。

　７月 19 日、新潟県
立小出高等学校３年生
を対象に短歌教室を開
催しました。講師は、
歌人の田宮朋子先生、
コスモス魚沼勉強会の
内山真由美さん、眞島
陽子さんです。生徒は、
講師の指導を受けなが
ら短歌を詠みました。

　授業は、宮柊二の短歌「夢に立つ山紫水明雪しろき八
海山と清き魚野川」の朗読から始まりました。小出高校
は魚野川河畔に立ち、窓からは八海山が望めます。生徒
は心を込めて朗読していました。

　「皇大市」は、魚沼市
堀之内にある皇大神宮
の参道で行われている
朝市です。毎年５月か
ら 10 月（８月除く）の
第一日曜日に開催して
います。旬の野菜や山
菜、食べ物や飲み物、
手作り雑貨などを販売
し、同時に様々なイベ
ントも開催しています。

　その皇大市に「出張　宮柊二記念館」として参加しま
した。毎回新潟日報連載の「宮柊二　言の葉の泉」や宮
柊二の年譜などを展示しました。

魚沼市立堀之内小学校３年生
　魚沼市立堀之内小学校３年生 41 名が来館しました。
６月 28 日に松組、７月 13 日に竹組、クラス単位での
見学でした。堀之内小学校卒業式・自画像・結婚式な
どいろいろな写真で宮柊二の生涯をたどり、堀之内小
学校の歌碑で短歌について学習したのち、展示資料を
見てまわりました。

宮柊二記念館－施設見学・職場体験学習

魚沼市立堀之内中学校２年生
　７月６日、魚沼市立堀之内中学校の２年生２名が記
念館で職場体験学習を行いました。朝は、建物内外の
清掃や気温・湿度の計測などの開館準備。午前中は、
宮柊二を紹介するＶＴＲの視聴、展示品の鑑賞、前庭
の歌碑や研究室などの見学。午後からは短歌を作り、
閉館作業をして１日を終えました。
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魚沼市新任教職員フィールドワーク
　魚沼市教育センターでは、魚沼市に初めて勤務する
教職員に地域を知ってもらうため「魚沼市内フィール
ドワーク」を実施しています。8月8日、フィールドワー
ク参加の教職員 33 名に来館いただきました。
　宮柊二の生涯をまとめたDVD「短歌はわが生の照
明」を視聴し、宮柊二記念館が実施している短歌教室
や短歌大会など市内の学校が参加している事業の説明
を受けました。その後、企画展・常設展を鑑賞しました。

令和５年度事業②  令和５年度に実施した事業をご紹介します。

短歌教室－堀之内小学校

第29回宮柊二記念館全国短歌大会 
選者入賞者 色紙短冊展

短歌セミナー（講演会）

宮柊二デスマスク展示

瀧澤さくら写真展

宮芳平デッサン展
　８月 29 日、魚沼
市立堀之内小学校
４年生・５年生・
６年生を対象に短
歌教室を開催しま
した。講師は、コ
スモス魚沼勉強会
の皆さんです。
　各学級とも５名
程度のグループに
分かれ、各グルー

プを１名の講師が担当します。児童は講師と相談しなが
ら短歌を作りました。初めての短歌教室となる４年生は、
音数の数え方の学習から始めました。

　11 月 11 日から１月 21
日まで、第 29 回宮柊二
記念館全国短歌大会選者
入賞者色紙短冊展を開催
しました。
�選者の沖ななも先生、
橘芳圀先生からはご自身
の歌を色紙に揮毫いただ

きました。一般部門とジュニア部門の特別賞入賞者から
は、各自の入賞歌をそれぞれ色紙と短冊に書いていただ
きました。秀逸と佳作の作品も紹介しました。
　令和６年度も同時期に第 30 回大会の色紙・短冊展を
開催する予定です。

　１月 21 日、歌人で「コ
スモス」選者の橘芳圀
先生を講師にお迎えし、
短歌セミナーを開催し
ました。演題は、「推敲
のための十箇条－短歌
教室作品を例として－」
です。宮柊二記念館短

歌教室の作品を例にあげながら、作品を作る際に必要な
視点を十項目で解説いただきました。一方、条件を外れ
ていても素晴らしい作品は多々あることを宮柊二の作品
からご紹介いただき、歌会に参加し、楽しんで作歌する
ことの大切さを語って下さいました。
　令和６年度は、１月 19 日㈰に開催予定です。

　12 月 11 日の宮柊二命日
にあわせてデスマスクを展
示しました。12 月５日か
ら 12 月 17 日まで、宮柊二
が書斎で使用していた机や
眼鏡、鉛筆など愛用の品々
を展示している第２展示室
の展示室全体が見渡せる場
所に展示しました。毎年訪
れてくださる方々に今年も
お会いできました。
　今年も宮柊二の命日をは
さんで前後１週間程度展示
を予定しています。

　９月１日から 10 月 30 日
まで「宮芳平デッサン展」
を開催しました。
　宮芳平（1893 ～ 1971）は、
宮柊二の叔父です。旧制柏
崎中学卒業後、東京美術学
校西洋画科で学びました。
長野県諏訪で美術教師とな
り、生徒を指導しながら風
景や家族の肖像などを描き
続けました。森鷗外の短編
小説「天寵（てんちょう）」

のモデルになった画家です。
　令和６年度も同時期に展示を予定しています。

宮柊二記念館－施設見学

　１月 23 日から３月
16 日まで、瀧澤さく
ら写真展を開催しま
した。
　瀧澤さんは、高校
生のころから地元堀
之内の商店街をＳＮ
Ｓで紹介する活動に
取り組んでいます。

現在は堀之内商店街などを盛り上げる有志プロジェクト
「サクラクレール」を展開し、活動しています。
　瀧澤さんには、宮柊二記念館ホームページの写真やＰ
Ｒ動画もお願いしています。今年度が初めての企画です
が、多くの皆さんからご覧いただきました。

堀之内コミュニティ協議会
　11 月３日、堀之内コミュニティ協議会の運営委員
など 10 名が来館しました。宮柊二記念館作成の「越
後魚沼ほりのうち宮柊二マップ」を使った町内巡検の
スタート地点として宮柊二記念館見学を計画したとの
ことです。地元出身の方も多く、写真パネルを使って
宮柊二の生涯を説明した際には、昔の風景写真などを
楽しんでいただきました。
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宮
柊
二
記
念
館
紹
介
動
画
公
開
の
お
知
ら
せ

　

宮
柊
二
記
念
館
を
紹
介
す
る
動
画
を
作
成
し

ま
し
た
。
第
一
展
示
室
ー
企
画
展
「
繫
が
る
コ

ス
モ
ス
の
歌
」
展
、
第
二
展
示
室
ー
常
設
展
な

ど
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ「
新

潟
県
魚
沼
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
公
開
し
て

い
ま
す
。
宮
柊
二
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
宮
柊
二
記
念
館
短
歌
教
室
」の
お
知
ら
せ

　
「
宮
柊
二
記
念
館
短
歌
教
室
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
講
師
は
「
コ
ス
モ
ス
」
選
者
橘
芳
圀
先

生
で
す
。
四
月
・
八
月
・
十
二
月
を
除
く
年
九
回
、

原
則
と
し
て
毎
月
第
二
日
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

年
度
途
中
か
ら
の
参
加
、
添
削
の
み
の
参
加
も

歓
迎
し
ま
す
。

　

年
会
費
は
３
，０
０
０
円
で
す
。
詳
細
は
、
宮

柊
二
記
念
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
宮
柊
二
記
念
館
友
の
会
」の
お
知
ら
せ

　

宮
柊
二
記
念
館
の
活
動
支
援
と
会
員
相
互
の

交
流
を
目
的
と
す
る
「
宮
柊
二
記
念
館
友
の
会
」

の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
会
員
は
、
宮
柊

二
記
念
館
へ
の
入
館
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
記
念
館
だ
よ
り
等
が
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

年
会
費
は
１
，０
０
０
円
で
す
。
詳
細
は
、
宮

柊
二
記
念
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
新
潟
日
報
」連
載
終
了
の
お
知
ら
せ

　

令
和
五
年
四
月
一
日
よ
り
新
潟
日
報
に
連
載

さ
れ
て
い
る
「
宮
柊
二　

言
の
葉
の
泉
」
が
三

月
末
で
終
了
し
ま
す
。
宮
柊
二
記
念
館
で
は
、

令
和
六
年
度
企
画
展
で
本
連
載
を
取
り
上
げ
、

一
年
間
毎
日
一
首
ず
つ
紹
介
さ
れ
た
柊
二
の
歌

と
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
の
歌
人
に
よ
る
解
説
を
紹

介
す
る
予
定
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
来

館
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
柊
二
記
念
館
収
蔵
資
料
紹
介 

No.60

　

宮
家
か
ら
新
た
に
た
く
さ
ん
の
資
料
を
寄
託
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
59
号
で
紹
介
し
た
「
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
結
成
記
念
歌
会
芳
名
簿
」
に
続
い
て
屏
風
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

足
の
爪
き
れ
ば

乾
き
て
と
び
け
り
と

誰
に
つ
ぐ
べ
し
や

身
の
さ
か
り
す
ぐ

七
夕
の
星
を
う
つ
す
と
水
張
り
し

た
ら
ひ
ひ
と
つ
を
草
む
ら
の
中

階
段
の
途
中
に
て

わ
れ
は
窓
に
寄
る

鴎
み
だ
る
る
空
脆
く

見
え

青
空
の
重
み
の
中
に

枝
を
伸
べ
咲
き
た
る

花
を
厳
し
と
お

も
ふ

雛
飾
り
終
へ
し
夜
の
更
け
霰
か
と

言
ひ
て
過
ぎ
ゆ
く
道
の
聲
す
る
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